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.
I
 

な
農
杢
嬰
奇
伽
9
を

支

虹
＿．屯
一
人
成
黄
軒

「
支
＇

先

哲

叢

談

漿

議

大
高
坂
芝
山

（巻
之
四
）

大
高
坂
季
明
：
•
土
佐
人
内
龍
娩
撰

「大
闘
芝
山
先
生
碑
陰
記
」

（『
史
氏
備
考
』
巻
六
、
以
下

「碑
陰
記
」
と
略
す
）
に

「姓
平
。

氏
大
麻
坂
。
諒
季
明
。
俗
称
梢
介
。
又
号
債
軒
。
正
保
四
年
正
月

廿
三
日
、
生
了
上
州
城
下
」。

ま
た

『
熙
刺
佑
林
姓
名
録
』

（
明

和
六
年
刊
）
に
「
名
季
明
、
字
梢
介
、
号
芝
山
、
上
佐
侯
文
学
」
、

『
H
本
詩
史
』

（明
和
八
年
刊
）
巻
三
芝
山
の
條
に

「」
り
四
季
明
、

本
姓
ハ大
邸
坂
氏
、
自
ラ修
＂
為

レiirIト
o

字
ハ梢
助
、
号
は
之
山
卜。

上

佐
州
ノ人
」、

『諸
家
人
物
誌
』

（究
政
四
年
刊
）
に

「字
ハ
泊
助
。

雅

俗

の

会

土
佐
州
ノ
人
。
武
州
芝
山
二
住
ス
。
初
テ
芝
山
ヲ
以
テ
号
ト
ス
」

な
ど
と
あ
り
、
号
一
昨
に
触
れ
る
処
は
な
い
。
『
芝
山
会
稿
』

（元
禄
卜
年
刊
、
卜
巻
首

一
巻
ト

ー
冊
、
以
下

『会
腑
』
と
略
す
）

酋
巻
所
叔
大
高
坂
義
明

（芝
山
男
）
撰

「
記
ぷ
れ
字
称
号
口

に
は

「
洪
泊
浪
力贈
ぶ
吋
打
盟
浚
茄
塵
外
添
ーノ
喬
松
，之
句
..;o

従
冒心
或
ハ

称
ス喬
松
卜
。
又
為
い
石
2
A

力天
下
風
流
第
二
託
ー之
句

。
或
ハ
号
二

鋒
卜」

と
見
え
、
こ
の
号
は
天
和
元
年
来
朝
の
朝
鮮
通
信
使
副
使

碑
将
、
洪
泊
浪
と
の
贈
答
詩

1
の
語
に
因
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

「臼
〗
臼
冒―

連
載

そ
の
五
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（
『
会
稿
』
巻
一
）
に

芝
山
家
世
…
後
至
関
東
「
碑
陰
記
」
に
は
芝
山
の
家
系
お
よ

び
履
歴
に
関
す
る
記
載
は
一
切
な
く
、
「
其
生
匝
、
所
事
歴
、
審

見
家
伝
及
文
集
」
と
の
み
記
す
。
こ
の
「
家
伝
」
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
は
、
「
災
戸
祠
堂
ー
ー
記
」
（
『
会
稿
』
巻
六
）
に
「
東
峰

子
力
所
加
作
ル
之
家
譜
、
在
一
＿園
林
ノ
之
中
↓脱
＝池
魚
ノ
之
艇
↓」
と
言

う
黒
岩
慈
庵
（
号
東
峰
）
撰
の
家
譜
、
あ
る
い
は
『
日
本
詩
史
』

巻
三
芝
山
の
條
に
「
其
履
歴
、
詳
＝
ナ
リ
子
男
義
明
力
所
〗
撰
ス
ル
高
氏
家

譜
こ
と
言
う
義
明
撰
『
高
氏
家
譜
』
等
に
想
到
す
る
が
、
い
づ

れ
も
伝
未
詳
。
し
か
し
「
災
＝
ル
祠
堂
＿一
記
」
に
は
、
芝
山
自
ら

「
高
祖
緯
ハ
経
久
、
号
＝豊
後
ノ
守
ー
。
自
二経
興
創
業
↓
ノ
以
来
、
世
々

居
＝
土
州
大
高
坂
ノ
城
一涵
塁
数
県
↓
」
と
、
高
祖
経
久
以
下
の
家
系

履
歴
を
詳
述
し
て
お
り
、
父
宜
重
に
関
し
て
も
「
先
考
詭
ぷ
且
重
、

称
〗
四
郎
兵
衛
→
、
慶
長
中
二
歳
；
孤
；
。
（
中
略
）
老
後
隠
〗
テ

於
北
圧
、
称
江
岱
器
店
士
ー。

移
乙
究
於
武
陵
―
―-
‘
居
ル
ー
数
十
年
。
以
ニ

延
宝
丁
巳
四
月
十
日
↓逝
こ
と
見
え
る
。

比
年
十
八
…
苦
学
自
勉
「
謗
紬
ノ
解
」

「
典
膝
下
↓出
一
一
家
郷
↓
、
浙
認
か
洛
ー

l

、
入
＝於
武
関
一ー
、
旅
寓
寄
食
スル
ー

幾
多
ハ
ク
年
ゾ
。
遍
ク
限
二碩
望
ノ
之
老
師
↓、
広
ク
接
＝
文
名
ノ
之
宿
儒
＿―‘

竺
夏
楚
祉
昂
公
ヰ
絃
→
、
繋
）
之
ヲ
括
〗
之
ヲ
、
以
薫
話

ノ

善
摩
ス
。
接
＝

亜
藻
→
拾
〗
珠
磯
→
、
就
冨
翌
就
盆
矩
―
-
、
以
斧
削
ノ
精
研
ス
子
兄
子
干
レ

文
。
可
い
謂
〗
因
テ
而
勉
メ
為

一卜
也
」
と
、
土
佐
を
離
れ
て
京
都
・
江

戸
に
移
り
、
学
問
に
励
ん
だ
こ
と
を
言
う
。
ま
た
京
都
に
移
っ
た

年
時
に
就
い
て
も
『
芝
山
別
集
』
（
延
宝
八
年
跛
刊
、
二
巻
二
冊
゜

以
下
『
別
集
』
と
略
す
）
巻
上
所
収
の
七
律
「
遊
孟清
水
寺
こ
の

小
字
註
に
「
寛
文
甲
辰
ノ
夏
四
月
ノ
季
、
旅
二
寓
ス
洛
陽
―
―
-
。
時
二
年
十

八
」
と
寛
文
四
年
、
芝
山
十
八
歳
の
折
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
念
斎
の
記
述
に

一
致
す
る
。
因
み
に
同
書
巻
上
所
収
の
五
律

「
卜
〗
居ヲ
初
テ
逢
ェ
春こ
の
小
字
註
に
は
「
辛
亥

ノ

歳
0

去
秋
移
〗

麗
武
関
―
―-
。
父
兄
相
緊
こ
と
あ
り
、
芝
山
が
京
都
か
ら
江
戸
に

移
っ
た
の
は
寛
文
十
年
。
こ
の
間
、
学
界
文
壇
の
諸
名
家
と
接
し

た
こ
と
は
後
年
の
学
問
に
大
い
に
資
す
る
処
が
あ
っ
た
。

弱
冠
宦
巖
城
侯
：
・
涼
事
稲
葉
侯
「
関
己
ノ
賦
」
（
『
会
稿
』
巻

-
)
序
に
「
明
也
、
海
南
ノ
之
産
ナ
リ
也
。
学
＝
於
洛
陽
―

―—
‘
居
三
子
武

悶
。
歳
二
十

ー

；
始
；
覧
。
開
仕

y

数
州
え
居
〗
ー
職
有
〗
年
」
、

ま
た
「
謗
訓
ノ解
」
（
『
会
稿
』
同
巻
）
に
「
鍮
一ご

一十
↓
肇
；
穀

v
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皿

仕

三

主
l

―
-
」
な
ど
と
二
十
歳
の
頃
仕
官
し
た
こ
と
を
言
う
。

巖
城
侯
は
盤
城
平
藩
主
内
藤
義
概
、
稲
葉
侯
は
小
田
原
藩
主
稲
葉

正
則
。
正
則
に
致
仕
を
願
う
上
書
、
及
び
そ
の
旨
を
同
僚
に
告
げ

る
文
が
『
会
稿
』
巻
三
所
収
「
請
冨
致
〗
卜
職
ヲ
疏
」
「
口
翌
ル
同
僚
―
―
―

賤
」
で
あ
る
。

晩
以
禄
不
足
用
乞
休
致
。
不
允
。
念
斎
の
記
述
に
は
欠
落
す

る
が
、
貞
享
二
年
、
芝
山
は
松
山
藩
主
久
松
定
直
に
仕
え
て
お
り

（
寺
石
正
路
『
南
学
史
』
〈
昭
和
九
年
刊
〉
）
、
こ
こ
は
定
直
に
致

仕
を
願
い
出
た
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
述
「
止
足
軒
ノ

記
」
（
『
会
稿
』
巻
六
）
に
「
余
近
歳
贋
乏
ニ
ソ
而
不
レ
能
認
従
汀
士

夫
之
後
一
二
。
故
二
上
書
ノ我
巨
卿

一＿
、
移書
ぶ
払
同
列

一—
‘
敢
五
開

区

職

事
↓
帰
[
ソト
干
抑
野
彗
大
夫
同
僚
依
公
叩
諏
雰
`
卜
品
図
主
不
レ

獲
頓
詞
＿
；
焉
。
去
就
未
証
決
」
と
、
致
仕
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
言
う。

尋

罹

災

「

災
[
ル祠
堂
五
巴
に
「
乙
亥
ノ
之
春
二
月
甲
子
日
中
ヽ

火
汀
テ
干
武
陵
ノ
西
北
―
一
ー
而
焔
勢
被
＝
東
南

l--。午
後
風
益
列
竺
、
煙
塵

冥
々
ク
リ
。
瞬
目
ノ
之
頃
、
延
漫
ス
ル
ー
数
十
里
」
と
あ
り
、
元
禄
八
年

二
月
八
日
の
大
火
を
指
す
。
芝
山
は
こ
の
火
事
で
蔵
書
、
家
宝
の

器
物
を
も
失
い
、
「
災
〗
ル
文
庫
―
一
ー
記
」
「
災
[
ル
家
蔵
五
茫
五
ハ
に

『
会
稿
』
巻
六
）
に
そ
の
顛
末
を
記
し
て
い
る
。

止
足
軒
記
『
会
稿
』
巻
六
所
収
。
末
尾
に
「
止
足
軒
ノ詩」

を
付
す
。
「
不
幸

l

―
砿
竺
災
―-
。
家
資
尽
ク
灼
テ
而
一
物
不
レ存
セ
0

（
中
略
）
使
君
深
ク
憫
レ
‘
宥
令
y

減
-]僕
馬
↓
、
省
＝
；
耗
費
↓
、
又
賑

貸

売

ーハ一ノム
伏
器
、
服
用
、
什
物
↓。

是
ヲ
以
我
生
業
既
破
レテ
、
復
ク

理
リ
殆
ソト
絶
復
夕聯
こ
と
、
罹
災
の
の
ち
定
直
か
ら
扶
助
加
禄
を

賜
っ
た
こ
と
を
言
う
。
そ
こ
で
窮
状
か
ら
脱
し
得
た
芝
山
は
盈
満

に
至
ら
ぬ
よ
う
、
「
止
足
」
の
二
字
（
止
ま
る
こ
と
と
足
る
こ
と

を
知
り
分
に
安
ん
じ
る
意
。

『
老
子
』
第
四
十
四
章
に
見
え
る
語
）

を
扁
額
と
し
て
掲
げ
、
自
ら
の
戒
め
と
し
た
の
で
あ
る
。
内
閣
文

庫
本
『
土
佐
国
群
書
類
従
』
（
吉
村
春
峰
編
）
詩
筆
部
所
収
『
芝

山
存
一
書
』
（
巻
百
十
八
に
相
当
。
三
巻
三
冊
）
の
末
尾
に
は
、

芝
山
が
定
直
に
致
仕
を
願
っ
た
旨
を
記
し
た
「
欲
致
事
奉
諸
貴
公

賤
井
詩
」
「
上
致
仕
封
告
諸
友
書
」
「
値
辞
禄
訓
諸
子
帖
」
等
の

三
篇
の
文
を
、
義
明
が
「
致
仕
翰
墨
記
」
と
し
て
集
め
た
も
の
を

附
編
と
し
て
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
義
明
の
序
に
「
我
家
厳
、
昔

年
為
有
難
仕
、
告
欲
帰
飩
芥
。
時
偶
火
。
使
君
憫
側
而
賑
貸
之
、

新
造
屋
宇
賜
焉
。
扁
曰
止
足
軒
、
居
焉
。
三
載
又
有
病
荊
。
其
他

不
得
已
之
故
、
将
退
去
。
於
是
啓
其
由
諸
貴
公
、
或
喩
諸
友
、
或

219 



訓
諸

f
°
閏
月
朔
、
上
仕
い
敬
告
致
仕
。
（
中
略
）
使
村
以
恩
邸

尼
之
前
後
五
焉
。
終
不
許
。
於
戯
使
廿
崇
古
道
、
爪
人
オ
如
此
゜

乃
可
開
仁
恭
之
上
也
。
家
厳
翻
然
改
志
。
拝
什
命
之
屈
、
始
為
久

住
之
計
」
と
あ
り
、
こ
の
間
の
ト
情
を
詳
し
く
窺
い
得
る
。
こ
れ

に
拠
れ
ば
、
扶
助
を
受
け
、
家
性
を
賜
っ
た
．
「
年
後
、
病
に
臥
し

て
再
度
致
仕
を
願
っ
た
が
許
さ
れ
ず
、
こ
こ
に
お
い
て
芝
山
は
以

後
致
仕
を
願
わ
な
い
こ
と
を
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

<
J
l

恐

（
青
度
オ
消
党
来
忍
珀
入
止
沢
寛
，
g

,
J
"ー
↑

ふ
芯
｀
礁
碩
誓
鸞
At

丸
礼
ぷ
島
舟
枡
拙
凡
吋

ii其

適
従
且
一
人
米
涵
県
盆
や
虻
笏
↑
恥
朕
汲
獣
仁
先
又

し

1

.. ,
1
1
 

湖
ば
―
-
t
訊
芯
―
印
在
〗
洛
而
液
揖
伶
朱
丼
水
ん

9

.

I

-

1

,

＇ 

北

而

il,Ji
悶
困
竺
＂
竹
昴
航
故
ぷ

．端
誠
純
介
疾
多

祇
ご
ふ
刹
士
Zl知
柏
か
州
州
閃
相
窃
菜
政
弘

而
ふ
一
切
又
各
．翡
内
沿
'
心
百
ー
を
政
応
岱
支
ぷ

,

I

I

I

I

 

す
布
孔
i

丁
叶
佼
在
盗
皓
語
不
逗
□

9忍
的
年
少

、
杢
鋭
不
尤
、下
公
吼
視
ぷ
貸
為
＇人
平
＇
狼
叫
砲
祗
凡
雅
之

°

.

I

 

玖
心
攻
為
人
碕
丘
"fil
沿
免
貫
凡
＜
明
成
戎
成
姿
日
輿

.

1

9

-

同
ふ
決
笑
叩
冬
煕
机
減
り
も
之

1
浪
む
玖
が
侑
社
知

孟
＂
尉
ぶ
ぶ

，未
之
劇
和
創
年
叫
吋
引
:
似
幻
一

且
賢
い
履
且
且
―

言
人
乎
門
上
但
於
心
必
刑
喝
和
人
；
紀
ぶ
示
近
米
謁
‘迂

，
 

．
 

I

—

g 

木
先
低
一
炭
泊
人
而
已
木
冷
，
面
瓜
屁
巣
遜
面
汝
元
煎

9

,

 

ー

苓
＾
沖
軟
も
咲
力
ふ
如
幼
孜
之
名
心

|

|

Iー

谷
一
斎
高
知
藩
偏
。
元
禄
八
年
没
、
七
卜
こ
成
。
土
佐
南
学

の
祖
、
谷
時
中
の

f
゜
ど
は
芝
山
の
姉
。
（
伝
）
芝
山
撰

「
i

斎

谷
先
生
¢
り
笠
謁
」
（
『
会
稿
』
巻
四
、
『
史
氏
備
考
』
巻
――-）。

（参
）
尿
甫
直
孝

『
伊
豫
史
精
義
』
（
大
正
十
三
年
刊
）、
寺
石

正
路
『
南
学
史
』

（昭
和
九
年
刊
）。

又
善
賦
詩
：
．
称
碩
儒
同
時
代
人
の
芝
山
評
と
し
て
は
、
水
戸

藩
仙
中
村
竺
渓
『
中
村
布
品
』
（
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
、
サ
本

一

冊
）
に
、
芝
山
が
苔
し
た
教
訓
It]

『
喬
松

f
』

（
元
禄
八
年
成
、

宝
水
二
年
刊
、
四
冊
）
に
関
し
て

「
大
翡
坂
消
助
。
松
平
隠
岐
守

殿
家
来
一i
卜
人
ふ
ち
。
芝
二
居
。
後
喬
松

f
と
云
文
淋
を
作
り
、

文
を
以
自
任
。
日
本
に
文
占
な
き
を
作
り
た
る
と
云
。
隠
居
し
て

喬
松
チ
と
云」

な
ど
と
見
え
る
。
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適
従
録
元
禄
十
年
刊
、
二
巻
二
冊
゜

挙
撞
巣
窟
…
毀
罵
仁
斎
「
撞
巣
窟
」
「
撃
蛇
笏
」
は
『
適
従

録
』
巻
下
の
篇
名
。
該
書
は
上
巻
に
主
客
問
答
二
十
條
、
下
巻
に

「
撞
巣
窟
」
「
撃
蛇
笏
」
「
適
従
文
」
三
篇
の
文
章
を
収
め
て
伊

藤
仁
斎
『
語
孟
字
義
』
（
天
和
三
年
成
、
元
禄
八
年
刊
、
二
巻
二

冊
）
の
所
説
を
朱
子
学
者
の
立
場
か
ら
論
駁
す
る
。
附
録
と
し
て

「与
＝
岡
洵
翁
＿
書
」
「
答
＝
高
慎
夫
↓書
」
「
答
＝埜
義
叔
一一
書
」
の

三
書
讀
を
載
す
。
仁
斎
は
伊
藤
仁
斎
。
怖
者
、
宝
永
二
年
没
、
七

十
九
歳
。

謝
何
林
二
老
書
『
会
稿
』
巻
三
、
『
別
集
』
下
巻
所
収
。
但

し
『
別
集
』
で
は
「
謝
[
五
四
竺
ェ
盆
閉
杢
玉
自
」
と
題
す
o

こ
れ

ら
二
書
間
で
も
本
文
に
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
『
別
集
』
の
本
文

末
尾
に
「
甲
寅
忌相
月
九
日
。
此
ノ後
往
復
ノ
書
、
至
工十
有
餘
封
＿―lo

其
無
孟
宍
議
平
豆
皆
刊
リ
去
テ
不
レ
載
セ
焉
」
と
の
小
字
註
を
得
、
本

書
贖
は
延
宝
二
年
の
も
の
で
あ
り
、
芝
山
が
、
長
崎
に
流
寓
し
た

何
偕
・
林
珍
に
宛
て
た
第
一
書
贖
で
あ
る
。
何
偕
・
林
珍
に
関
し

て
は
後
述
。

陳
元
賛
…
不
欲
就
而
正
焉
今
『
会
稿
』
所
収
の
本
文
に
拠
り

異
同
を
示
す
。
〈
本
文
異
同
〉
陳
元
賛
在
洛
而
ー
|
陳
在
洛
而
、

朱
舜
水
在
此
而
|
ー
朱
在
此
而
゜

陳
元
賛
漢
詩
人
。
明
の
浙
江
の
人
。
寛
文
十
一
年
没
、
八
十

五
歳
。

（
参
）
小
松
原
濤
『
陳
元
賛
の
研
究
』
（
昭
和
―
―
―十
七
年

刊）
朱
舜
水
儒
者
。
明
の
浙
江
の
人
。
天
和
二
年
没
、
八
十
三
歳
。

長
崎
で
五
年
間
の
流
寓
生
活
を
経
た
後
、
寛
文
五
年
、
徳
川
光
捌

の
招
請
を
受
け
て
江
戸
に
来
る
。

（
参
）
梁
啓
超
撰
「
朱
舜
水
先

生
年
譜
」
（
中
華
書
局
版
『
朱
舜
水
集
』
〈
一
九
八
一
年
〉
下
冊

付
録
一
）
。

潜
察
蕨
言
行
学
術
…
不
欲
就
而
正
焉
元
賛
．
舜
水
に
対
す
る

批
判
は
後
述
「
答
＝
鵜
真
昌
一一書
」
（
『
会
稿
』
巻
三
）
に
も
独
立

性
易
の
言
を
引
用
し
て
「
延
宝
ノ初
、
余
与
一
午
⑮
叫
独
立
五
凸
復
ス

数
書
噂

余
問
に
翌
元
賛
、
之
喩
冨
竺
。
答
書
ー一
曰
、
非
]
尺面
知
一―

然
レ
両
門
得
[リ
互
聞
ス
午
凡

翌

也
o

賛
是
レ
市
井
ノ
之
販
夫
ヽ
喩
ハ

是
南
京

ノ

之
漆
工
名
。

彼
儲
築

ソ

ノ
暇
[
う

為
[
ぷ子ヲ
‘
又
笑
ソ
ノ

作
〗
ソ

詞
章
↓乎
」
な
ど
と
見
え
る
。

答
鵜
真
昌
書
『
会
稿
』
巻
三
所
収
。
但
し
念
斎
は
抄
出
す
る
。

鵜
真
昌
は
鵜
飼
錬
斎
。
水
戸
藩
儒
。
天
和
三
年
、
彰
考
館
総
裁
に

任
ず
。
山
崎
闇
斎
門
。
元
禄
六
年
没
、
六
十
一
歳
。

『
会
稿
』
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『
別
集
』
に
は
練
斎
の
名
が
屈
々
見
え
、
芝
山
と
は
在
京
時
代
か

ら
の
知
友
で
あ
っ
た
。
猶
本
書
贖
の
後
半
に
は
、
幕
府
儒
官
人
見

竹
洞
ら
騒
客
十
人
を
自
分
の
書
閣
に
招
き
、
そ
の
折
に
竹
洞
が
賦

し
た
七
律
「
碧
松
」
を
書
き
留
め
て
紹
介
す
る
が
、
こ
の
竹
洞
の

七
律
は
『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
（
国
会
図
書
館
蔵
、
写
本
二
十
巻

七
冊
）
の
配
列
か
ら
察
す
る
に
貞
享
四
年
の
作
で
あ
り
、
従
っ
て

本
書
讀
も
そ
の
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

深
卿
元
政
…
不
亦
惜
乎
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

深
岬
元
政
漠
詩
人
・
歌
人
・
日
蓮
宗
僧
。
寛
文
八
年
没
、
四

十
六
歳
。

僕
在
洛
晒
語
不
過
二
三
会
『
会
稿
』
餘
花
編
下
所
収
の
七
絶

「
列
月
下
五
四
ヲ
帰
こ
の
引
に
「
絃
乃
高
慎
夫
寓
王
J

南
禅
寺
ノ
中
'io

余
一
夕
到
＝
精
舎
―
―
-
。
深
岬
ノ
元
政
、
鵜
真
昌
モ
亦
偶
玉
来
テ
清
話
ス
0

元
賦
江
詞
数
章
↓
。
余
与
一
一
真
昌
忍
I

五
門
二
首
↓
云
」
と
、
在
京
時

の
練
斎
と
と
も
に
元
政
と
会
昭
し
た
こ
と
を
言
う
。

又
聴
朱
之
喩
…
唱
和
＿
絶
〈
本
文
異
同
〉
凸
骨
聴
|
|
又
聴
。

朱
之
喩
老
人
往
年
謝
世
舜
水
は
天
和
二
年
四
月
十
七
日
没
す

（
前
出
「
朱
舜
水
先
生
年
譜
」
）
。

心
越
禅
師
曹
洞
宗
僧
。
明
の
杭
州
の
人
。
元
禄
八
年
没
、
五

十
七
歳
。
延
宝
五
年
、
長
崎
に
流
寓
し
、
天
和
元
年
、
徳
川
光
岡

の
招
請
を
受
け
て
江
戸
に
来
る
。
の
ち
元
禄
四
年
、
水
戸
天
徳
寺

の
住
職
と
な
る
。
（
参
）
杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』

（
平
成
元
年
刊
）
。

但
於
心
越
則
唱
和
＿
絶
云
々
『
会
稿
』
餘
花
篇
下
に
七
律

「
互
鶴
山
云
至
心
越
禅
師
＿
―
-
」
が
見
え
、
芝
山
は
心
越
と
最
も
親

灸
し
た
幕
府
儒
官
人
見
竹
洞
（
号
鶴
山
）
を
介
し
て
心
越
と
会
昭

し
て
い
る
。
詩
後
註
に
「
和
章
今
逸
言
合
」
と
あ
り
。

近
来
偶
…
未
如
幼
敏
之
名
也
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

木
老
儒
木
下
順
庵
。
加
賀
瑞
仙
の
ち
幕
府
偏
官
。
元
禄
十
一

年
没
、
七
十
八
歳
。
幕
府
儒
官
に
列
し
た
天
和
元
年
以
降
、
江
戸

に
定
住
す
る
。
（
伝
）
『
錦
里
先
生
文
集
』
（
寛
政
元
年
刊
、
十

九
巻
十
冊
）
所
載
、
木
下
寅
亮
撰
「
木
恭
靖
先
生
墓
誌
」
、
同
撰

「
錦
里
先
生
小
伝
」
。

荒
景
元
荒
川
天
散
。
和
歌
山
藩
儒
。
享
保
二
十
年
没
、
八
十

二
歳
。
和
歌
山
藩
諸
家
の
詞
華
集
『
南
紀
風
雅
集
』
（
伊
藤
海
嬌

編
、
文
化
十
年
刊
、
三
巻
三
冊
）
巻
上
天
散
の
條
に
「
学
於
伊
藤

仁
斎
、
幼
有
オ
名
」
と
言
い
、
十
二
首
の
詩
を
録
す
。
う
ち
七
律

「
寂
寂
」
の
詩
後
註
に
は
「
按
此
篇
、
大
高
坂
芝
山
有
次
韻
。
往
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復
数
篇
、
詞
泌
交
芙
。
（
中
略
）
今
姑
采
其
詩
二
竹
、
附
記
干
此ー

と
、
併
せ
て

『
会
稿
』
『
別
集
』
未
収
の
次
韻
詩

「
和
症
川
詞

宗
瑞
韻
，

首
を
録
し
て
い
る
。

哨
休
ぎ
町
凸
配
応
邪
来
，
れ
ぃ
ヰ
之
山
令
羹
一
乙
．
是
心
＿

・

ー

・

1

,

役
紀
各
ぶ
ぷ
困
病
枡
柳
欧
蘇
点
免
迩
松
疋
芝
山
紅
以
f
吋

9

,

9

9
.

，

．+

1

1

ー

,.`

 

為
＂
吟
江
邪
北
海

wo
林

何

顧

手

へ

孟

浪

没

靡

不

ー

i

"

而
令
明
心
勺
，
fl,本
心
追
人
4

村
糾
工
犬
＿
令
砧
ふ
＾
令
明
ぶ
m

I

"

，

9

9

 

帆
凡
霊
凡
吼

5
-：一人
忍
瓜
．
過
埼
1

9
ー

1

明
林
珍
：
．
来
在
長
崎

『
日
本
詩
史
』
巻
三
の
明
末
消
初
の
騒

乱
を
避
け
て
我
国
に
投
化
し
た
者
を
述
べ
る
條
に

「
明
人
避
ば
乱

投
化
スル
者
、
尤
斌
以
ヵ
之
外

ー打
朱
之
喩

。
又
打
林
栄
、
何
俯
、

顧
卿
、
仰
独
立力
翡

」
と
あ
る
。
林
珍

・
何
伯

・
顧
長
卿
、
い
づ

れ
も
伝
未
詳
。
長
崎
奉
行
が
秘
府
に
提
出
し
た
肝
船
風
説
れ
り
を
秘

府
佑
竹
林
鵞
鋒

・
鳳
岡
父
子
が
逐
次
編
集
し
た

『
華
夷
変
態
』

（延
宝
二
年
序
、

三
十
五
巻
三
卜
五
冊
）
巻
三
に
、
何
俯
撰

「
大

明
論
」
、
林
珍
撰

「
梢
朝
有
国
論
」
が
見
え
て
お
り
、
明
の
復
典

を
期
し
て
投
化
し
た
者
で
あ
る
。
投
化
し
た
時
期
は
判
然
と
し
な

い
。
『
別
集
』
巻
下
所
収

「
謝
スよ
何

林

詞

宗

五

」
の
小
字

註
に
拠
り
、
延
宝
9

i

年
以
降
芝
山
と
林
珍
・
何
佃
と
の
It1
肘
に
拠

る
接
触
が
始
ま

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

『会

稿
』
に
付
す
延
宝
四
年
ト

ニ
月
何
俯
撰

「
芝
山
文
序
」
に
「予
自
リ

乙
卯
ノ歳

、

客

遊

ス
日
東
ノ之
崎
腸
ニー
と
あ
れ
ば
、
何
仙
等
が
長

崎
に
来

っ
た
の
は
凡
そ
延
宝一

一、

三
年
の
交
の
こ
と
と
推
測
さ
れ

る
。
先
の
何
俯
・
林
珍
等
の
文
斉
F

が
録
さ
れ
る

『培
夷
笈
態
』
巻

三
は
延
宝
三
年
分
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
こ
と
も
或
い
は
こ
の
推

測
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

芝
山
毎
致
詩
…
為
韓
柳
欧
蘇
無
過
こ
の
辺
の
行
文
は

『
R
本

詩
史
』
巻
一
＝の
芝
山
の
條
に

「有
〗
ハ所
レ作
則
、
必
致
／
j7
長
崎

＿
‘

諮
7

正
，於
林
、
何
、
顧
――一
人

。――一
人
極
い
口
，限点
11
ス。（
中
略
）

日
、
足
下
ノ文
咲
、
邸
深
ク語
簡
、
僻
、
柳
、
欧
、
蘇
無
い卜
過
":」

と
あ
る
の
に
拠
る
。
江
村
北
而
が
記
す
処
の
代
辞
は

『
会
樅
』
巻

一
所
載

「
総
評
」
の
何
俯
の
評
に

「
季
明
力
所
減
m
ハぷ
入5
1

ぢ
賦、

天
地
、
万
物
、
歴
代
、
聖
腎
、
謀
述
ス其
問

ー。

慈
深
ク語
簡
ナI
J
o

稽
}
り
所
砿
竺
則
、
韓
、
柳
、
欧
、
蘇
モ無
塩過
りル

此
二也
」
と
見

え
る
。
前
述
の
芝
山
が
何
俯

・
林
珍
に
宛
て
た
第
.
内
聞

「
謝
スル

何
林
一i
大
詞
宗
『ぼ
」
に
「梢
桃
ス‘
絃
ノ秋
長
的
ぷ
が
巡
牛
込
氏
執
ア

余
力詩
文
併
興
明
嘆
災
之
誦
ツ、
敢
ァ

ぶ
rHJ

腎
ノ之
台
貌
J
‘

立

兄

麻

[
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賜
フー
辰

称

ー珍
語
及
ヒ役
韻
各
：
律
↓」

と
あ
り
、
ま
た

「
贈
盆何

林
二
老

五
」
（
『
会
稿
』
巻
三
、

『
別
集
』
巻

F
)
に
「
迩
＂
得
一

吾
牛
釦
i

ー之
北
已
。
就
尿
ハル
、
二
老
康
健
t

リ
ト
」
「
万
惟
豊
寄
{ク

牛
鎖
乏
占
中
←
。L
J〖？
ー

以
達
-
ソ22回
聴
-
_
」
な
ど
と
あ
る
処
か
ら

、

何
俯

・
林
珍
ら
と
の
交
際
を
周
旋
し
た
の
は
、
好
学
で
文
市
を
解

し
た
長
崎
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
勝
登
（
究
文
ト

一
年
よ
り
天
和
元

年
ま
で
在
勤
）
で
あ
る
。
芝
山
に
「
時
楽
軒
牛
公
ー墓
函
」
（
『
会

稿
』
巻
四
）
あ
り
。
越
中
哲
也
『
長
崎
学
人
物
誌
』
（
平
成
六
年

刊
）
第
三
掌

「
長
崎
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
勝
登
」
に
勝
登
の
末
裔

牛
込
氏
所
蔵
と
し
て
引
用
さ
れ
る
『
時
楽
翁
実
話
』
に
は

「
崇
修

先
陛
先
師
之
祠
堂
於
龍
山
之
下
、
使
偏
生
南
部
氏
奉
之
。
令
大
明

辿
臣
古
閾
顧
長
卿
、
逸
士
何
他
甫
、
林
上
珍
等
摂
行
祠
礼
、
或
開

溝
筵
講
読
四
占
五
経
。
射
就
共
聞
之
」
と
、
究
文
三
年
の
大
火
で

類
焼
し
た
長
崎
聖
堂
を
延
宝
四
年
に
勝
登
が
再
興
し
て
、
そ
の
祭

酒
に
南
部
＂
早
寿
を
任
じ

、
顧
長
卿

・
何
俯

・
林
珍
を
し
て
祠
礼
を

行
わ
せ
、
四
占
五
経
を
購
読
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
林
珍

・

何
伯
は
、
吉
田
元
俊
編
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
（
延
宝
八
年
刊
、
三

巻
三
冊
）
巻
上
所
収

「
肥
州
長
崎
八
娯
」
に
詠
者
と
し
て
林
道
栄

・

彩
城
宜
汲
ら
と
並
ん
で
そ
の
名
が
見
え
る
。
道
栄

・
宜
義

・
位
寿

等
は
勝
登
に
重
川
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
（
阪
魏
『
長
崎
先
民

伝
』
＃
保
卜
六
年
成
、
文
化
二
年
刊
、
二
巻
二
冊）
、
か
く
顧
長

卿
等
三
人
が
そ
の
周
辺
に
位
似
し
て
い
た
徴
証
を
得
れ
ば
、
道
栄

・

宜
義

・
草
寿
同
様
に
勝
登
か
ら
躯
遇
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た

と
推
測
で
き
よ
う
。

江
村
北
海
日

『
日
本
詩
史
』
巻
三
芝
山
の
條
の
記
述
に
拠
る
。

但
し
念
斎
は
抄
出
す
る
。

林
何
顧
三
人
・・・
欠
精
細
工
夫

〈
本
文
異
同
＞
林
何
顧
一
―
一
人

ー
な
し
。
自
舒
砒
|
—
妄
自
考
砒
゜

余
酷
愛
：
惜
為
三
人
所
誤
〈
本
文
異
同
＞
深
惜
為
三
人
所
誤
゜

ー
ー
深
惜
為
人
所
誤
也
。

冬
ぷ
乃
崎
喜
憂
↑
JL
叫
造
叫
闇
斎
，
祐
王
荊

公
ー佐
藤
直
方
叶
益
千
払
吼
頃
年
一
文
人
益
一
素

"Jf行

'

，

i
 

斗
中
省
潤
奇
先

4
位
其
立
文
令
迄
木
以
涼
劣
先

t
劣

ー

士
，
則
乱
紺
軋
位
可
レ
梵
北
而
言
沿
押
拘
之
叫
楊
殺
怜
貶|
l
 

耗
慢
不
必
休
渉
油
‘
~
聖
訊
渚
夕
汎
象

L如
兎
於
紀
ヤ
之
失

糾
奥
刈
机
ぶ
迂
s

先
生
之
tfr,4況
為
先
生
い
徒
紺
｀
俎
削
廊

杓
ざ
忍
溢
．先
生
出
屎
欣
庶
勺
罰
悶
も
岱
叉
瓜
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ー

ぎ
ふ
．
咲
呼
団
雌
兵
恥
JLI
戒
．
妓
先
土
村
付
怨
嫉
而
ぷ

ぞ冗扇^
T

？
如
―
―
洲
！
足
贔
ぷ
武
取
澳
丸

_

．

1
 

一
紐
QIl
叩
f

凡
級
…
）
此
入
さ
困
‘四
知
＊
其
言
と
不
ズ
3

以
覧

-
5が穴

芝
山
作
山
崎
闇
斎
伝

「芝
山
南
学
伝
」
下
巻

（『会
稿
』
巻

+
）
「
山
崎
伝
」。

山
崎
閥
斎
は
仙
者
。
天
和
二
年
没
、
六
卜
五

歳
。且

附
論
比
闇
斎
於
王
荊
公

未
尾
に

「梢
処
上
力
円
、
余
作
は
列

伝
●、
適
．語
二

老
者
二
日
、
王
荊
公
博
弁
強
記
。
識
lJ

難
字
↓
屈
ス

奇
文
ー。

以
偏
聴
独
断
↓取
は比
敗
ー。

熟
．視
レハ
嘉
力
之
気
象
，、
乃

初
彿
；」

と
あ
る
。

佐
藤
直
方
討
論
筆
記

佐
藤
府
方
は
信
者
。
閻
斎
門
。
印
保
四

年
没
、
ヒ
ト
歳
。
「
討
論
布
記
」
は
『
饂
蔵
録
』

（稲
鉗
黙
斎
編
、

宝
肝
二
年
序
、
在
編
六
十
三
巻
）
初
編
巻
二
所
収
。

頃
年
一
文
事
：・
不
足
以
為
證

『
佐
藤
直
ガ
全
集
』
（
昭
和
卜

六
年
刊
）
所
収
の
本
文
に
拠
り
異
同
を
示
す
。
〈
本
文
異
同
〉
布

閻
斎
先
生
伝
|
—
打
先
生
伝
。

（大
庭
卓
也
）

瀧
長
懐
：．
仕
本
府

渋
片
太
室
撰
「
詑
牧
先
生
絡
碑
銘
併
序
」

（以
下

「絡
碑
銘
」）
、
瀧
鴻
撰

「
先
考
詑
咲
先
生
行
状
」
（
以
下

「行
状
」）

と
も
に

「
諒
長
位
、
字
禰
八
」
と
す
る
（
『
鶴
牧
先
生

追
稿
』
附
録

・
『
史
氏
備
芍
』
卜
三）。

号
に
関
し
て
は
、

「
行

状
」
に

「
以
家
泊
1
郎
江
咲
．＿、
自
跛
砿
宮
f

」
と
あ
る
。
鶴
江

咲
は
萩
の
椿
束
分
の
西
に
位
年
11
し
、
萩
八
屎
の
i

つ
に
数
え
ら
れ

た
。
「
雄
碑
銘
」
は

「
長
門
鶴
堪
先
生
」
と
し
、

「行
状
」
に
は

「
生
ル
丁
萩
府
二、

〈
略
〉
先
世
藝
人
、
本
藩
移
冨
勾
ヲ、
従
r

為

長

門
人

」
と
あ
る
。

9.

:·~ 

C
し

鵠
甚
本
社
j^l

噴
氏
忍
誓
烹
哀
i

土
ぷ
央這
屯

'

ー

其
泊ゾ
郷

捉

殴

菜

は

；
ブ
後
来
泣
だ
峙
祉
様
炎
3

三
生

4
遊
南
郭
門
而
郭
災
布
ネ
否
料
ぷ
ざ
5
，
記
而
去

1

|

、

塁
旦
ぷ
冷
尻
剛
咲
寛
素
生`
項
頂
翌
だ
則

名
飛
犬^
起
改
叱
甚
ク
育
暦
癸
む
韓
使
束
忠
系
尖
充
素

一

患
長
応
軍
颯
貸
ぎ
羹
ri/K
仕

瀧
鶴

（巻
之
八

）

心
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鶴
豪
…
好
学
「
行
状
」
に
「
本
姓
引
頭
氏
、
世
は
以
一
一
工
師
↓

剛
藩
二
、
祖
考
諒
ハ
孝
清
君
、
祖
批
有
吉
氏
、
有
―
―
子
二
人
一
、
先

考
其
伯
也
、
幼
ニ
ゾ
而
沈
静
、
好
げ
戸
簡
冊
筆
研
ぶ
戸
戯
卜
、
梢
長
ゾ

受
句
讀
→
、
間
叫
四
其
義
→
、
師
太
奇
い
乏
ヲ
、
勧
証
考
期
ス
ル
ニ
以
〗

成
器
→
、
祖
考
亦
意
ラ
ク
肛
弱
不
〗
勝
二
其
事
―
―
-
‘
請
ア
以
叔
父
輿
一
君
→

為
嗣
子
＼
醤
師
瀧
養
正
固
ヨ
リ
皿
其
ノ
敏
〗
ル
ヲ
於
學
i
-
-
‘
乃
為
暇

子
↓
、
於
五
竺
冒
姓
瀧
氏
―
」
と
あ
る
。
「
墓
碑
銘
」
も
ほ
ぼ
同

内
容
。其

居
郷
…
祖
練
之
説
「
墓
碑
銘
」
に
「
於
レ
是
二
入
〗
学
、
師
―

璽
小
倉
賓
操
↓
、
〈
略
〉
賓
操
没
y

、
受
狙
株
氏
ノ
之
學
ヲ
子
縣
次

竺
」
と
あ
る
。
「
行
状
」
は
「
年
甫
テ
十
四
、
入
涵
ア
事
祭
酒

倉
尚
斎
こ
と
す
る
。
小
倉
賓
操
は
小
倉
尚
斎
。
質
操
は
字
、
尚

斎
は
号
。
享
保
四
年
創
設
の
萩
藩
校
明
倫
館
の
初
代
学
頭
。
元
文

二
年
十
一
月
二
日
没
、
六
十
一
歳
。
『
鶴
蛋
先
生
遺
稿
』
（
以
下

『
遺
稿
』
）
三
に
、
「
故
本
府
提
学
尚
斎
倉
先
生
挽
詞
三
首
」
が

あ
る
。
周
南
は
山
縣
周
南
。
字
は
次
公
。
荻
生
狙
株
門
。
明
倫
館

創
設
に
関
わ
り
、
尚
斎
の
没
後
二
代
学
頭
を
継
ぐ
。
宝
暦
二
年
八

月
十
二
日
没
、
六
十
六
歳
。
鶴
豪
に
「
周
南
先
生
行
状
」
（
『
遺

稿
』
七
）
が
あ
る
。
狙
株
は
荻
生
狙
株
。
後
に
鶴
甕
が
江
戸
に
出

た
際
に
は
既
に
没
し
て
お
り
、
直
接
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

享
保
十
三
年
一
月
十
九
日
没
、
六
十
三
歳
。
鶴
蛋
は
享
保
七
年
十

四
歳
で
明
倫
館
に
入
学
し
、
小
倉
尚
斎
、
山
縣
周
南
に
学
ぶ
。
享

保
十
六
年
に
は
江
戸
に
出
る
の
で
、
元
文
二
年
の
尚
斎
没
後
に
周

南
に
学
ん
だ
と
す
る
「
雌
碑
銘
」
の
記
述
に
は
、
ず
れ
が
あ
る
。

後
来
江
戸
…
遊
南
郭
門
「
筵
碑
銘
」
に
は
「
公
族
海
北
文
子

置
為
邑
學
正
パ
、
造
〗
江
都
扇
元
一
ノ
ム
南
郭
服
子
遷
こ
、
「
行
状
」

に
は
「
公
族
海
北
文
子
好
知
子
ヲ
‘
欲
下
以
一
一
先
考
↓
為
中
采
邑
ノ
教
授
い
、

使
五
縣
周
南
ヲ
ゾ
致
涵
勺
、
先
考
不
冨
戸
已
ム
ー
ヲ
従
レ
之
―
-
‘
居
〗
ー
學
―
-

九
年
、
享
保
十
六
年
、
文
子
使
紺
塁
東
都
―
―
-
、
是
年
藩
邸
罹
盟
竺
、

寓
手
三
縁
山
諮
竺
南
郭
先
生
ノ
之
門
こ
と
あ
る
。
海
北
文
子
は

毛
利
広
政
。
右
田
（
現
防
府
市
）
邑
主
四
代
。
文
子
は
詭
。
学
を

好
み
明
倫
館
創
設
に
力
を
尽
く
す
。
享
保
十
八
年
三
月
二
十
七
日

没
、
四
十
七
歳
。
周
南
に
「
而
北
君
毛
利
文
子
神
道
碑
」
（
『
周

南
文
集
』
八
）
が
あ
る
。
南
郭
は
服
部
南
郭
。
字
は
子
遷
。
荻
生

狙
株
門
。
宝
暦
九
年
六
月
―
―
十
一
日
没
、
七
十
七
歳
。
鶴
壼
は
毛

226 



利
広
政
の
命
に
よ
り
右
田
邑
学
時
観
園
の
教
授
と
な
り
、
そ
の
後

享
保
十
六
年
二
十
三
歳
で
江
戸
に
出
る
。
江
戸
で
は
そ
の
年
の
四

月
十
五
日
に
目
白
台
武
家
方
よ
り
出
火
。
萩
藩
邸
は
、
「
泰
桓
公

記
」
に
「
＋
五
日
江
戸
大
火
櫻
田
邸
新
橋
邸
類
焼
囚
テ
夫
人

及
世
子
麻
布
邸
二
移
ル
」
と
あ
り
、
桜
田
の
上
屋
敷
、
新
橋
の
中

屋
敷
も
類
焼
し
、
麻
布
の
下
屋
敷
に
移
っ
て
い
る
（
『
毛
利
十
一

代
史
』
）
。

南
郭
：
到
京
「
墓
碑
銘
」
に
「
子
遷
見
石
竺
所
冤
咆
文
↓
大
―
-

驚
、
不
レ
居
乏
ヲ
弟
子
列
――-
‘
久
[
y

之
、
文
子
聞
l
-

＿其
名
達
[
夕
諸

侯

l-、翌
遊
璽
不
い
；
反
、
移
猛
呵
京
師
]-
、
適
盃
旦
國
ノ
大
飢
＿―‘

考
還
＝
海
北
―
-
」
と
あ
る
。
「
行
状
」
に
は
「
是
時
南
郭
之
學
大
二

豆
、
四
方
従
遊
士
、
恒
ー一
数
十
百
人
、
然
モ少
い
所
二推
奨
↓ル、特―
-

見
一
正
先
考
冨
炉
之
ブ
、
引
ァ
為
執
讀
↓
、
擬
議
必
典
先
考
一倶
ニ
ス
、
稲

賞
ぶ
＇
レ
置
、
於
是
名
大
興
ル
、
明
年
文
子
至
＝
東
都
一
ー
、
意

フク

或

為

ーハ
ー
列
侯
貴
人
ー
ー
所
油
招
、
不
漏
戸
畜
＝；
其
家
―
-
‘
乃
徒
遊
二
京

師
_-
、
居
ル
ー
一
年
、
翌
海
西
飢
荒
冨
仰
國
一
、
教
授
癖
四
北
べ
且

典
聞
＝
其
家
事
ご
と
あ
る
。
鶴
棗
は
、
諸
大
名
の
招
聘
を
恐
れ
た

広
政
に
よ
っ
て
享
保
十
七
年
四
月
に
京
都
に
転
学
さ
せ
ら
れ
、
芥

川
丹
邸
、
林
東
涙
ら
と
交
わ
る
。
同
十
八
年
に
は
、
前
年
よ
り
の

享
保
の
大
飢
饉
対
策
に
奔
走
し
た
広
政
が
病
に
倒
れ
て
卒
し
、
四

月
に
召
還
さ
れ
る
。

又
之
長
崎
：
従
遊
甚
多
「
行
状
」
に
「
宝
暦
八
年
遊
崎
陽— -‘

其
闘
士
偏
生
、
雅
岡
五
考
名
↓
、
大
欽
二侍
之
↓、
先
考
見
聞
モ

亦
愈
廣

v
十
年
携
―
―
亡
兄
及
ピ
不
肖
↓
、
講
孟
竺
東
都
↓
、
教
二

授
司
馬
門
南
＿一
、
生
徒
日
二
進
ム
、
公
聞
二先
考
ノ名
↓、升
一ア為
二公
臣
＿‘

授
〗
世
子
二
経
ご
と
あ
る
。
「
墓
碑
銘
」
に
は
長
崎
に
行
っ
た
と

い
う
記
述
は
な
い
。
「
行
状
」
は
宝
暦
八
年
と
す
る
が
、
和
智
東

郊
「
与
瀧
蒲
八
同
来
崎
陽
送
禰
八
還
郷
」
（
『
東
郊
文
集
』
二
）

の
詩
な
ど
に
よ
る
と
、
鶴
甕
は
東
郊
と
長
崎
に
同
行
し
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
鶴
豪
の
長
崎
行
を
、
東
郊
が
長
崎
聞
役
と
な
っ
た
宝

暦
九
年
か
と
す
る
説
も
あ
る
（
河
村
一
郎
編
『
近
世
防
長
儒
学
史

関
係
年
表
』
）
。
鶴
憂
は
、
宝
暦
十
年
五
十
二
歳
で
息
子
を
連
れ
て

再
び
江
戸
に
出
て
芝
に
塾
を
開
く
。
長
男
（
名
諦
学
、
字
孟
明
、

通
称
新
助
、
後
弼
、
号
愴
洲
）
は
、
江
戸
に
出
て
間
も
な
い
宝
暦

十
年
八
月
二
日
に
二
十
二
歳
で
没
し
、
二
男
も
夭
折
し
て
い
た
た

め
、
三
男
（
名
鴻
、
字
子
義
、
通
称
鴻
之
允
、
号
高
渠
）
が
家
を

継
い
で
い
る
。
鶴
豪
は
宝
暦
十
一
年
十

一
月
二
十
一
日
に
萩
藩
主

第
七
代
毛
利
重
就
に
よ
っ
て
一
代
偏
者
に
抱
え
ら
れ
、
世
子
治
親
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を
教
授
し
、
明
和
一
．
年
ヒ
月
卜

i/n側
仙
と
な
っ
た

（「
英
9
穴公

打
liL
」
『

t
利
十

一
代
史
』
）。

宝
暦
癸
未
…
有
力
云

宝
肝
癸
未
は
宝
腔
卜
三
年
。
「
硲
碑
銘
」

に
は

「遠
げ
兄
韓
人
ー
干
赤
馬
関

1_、韓
人
目
ゾ為

時

賢
ノ之
冠
紀
卜」

と
あ
り
、

「
行
状
」
に
は

「
卜
三
年
韓
使
来
聘
、
泊
ぷ
呵
赤
馬
関
-_‘

湘
依
猛
叫
館
細
竺
之
1‘
乃
使
犀
先
考
，バ
呵
輿
其
ノ卑

t
南
秋
月

成
龍
淵
尤
土
川
金
退
石
↓
、
宜
語
附
酬
い
、
韓
客
大
-i

且
．服
ぷ
を
打
ノ

博
雅
．＿、
語
詳
↓11
長
門
癸
甲
間
磋
↓＿」

と
あ
る
。
宝
肘
度
の
朝
鮮
通

信
使
が
赤
間
関
に
到
府
し
た
の
は
十

二
月
ニ
ト
ヒ
日
、

ニ
ト
八

H

か
ら
三
十
日
ま
で
阿
弥
陀
寺
に
於
い
て
嬰
応
し
、
年
明
け
て
す
ぐ

安
芸
に
向
け
て
発

っ
た

（「
英
9
穴
公
出
」）。

南
秋
月
は
、
名
E
、

字
時
編
、
製
述
官
。
成
龍
淵
は
、
名
大
中
、
字
上
執
、
正
使
占
記
。

元
玄
川
は
、
名
仲
琳
、
字

f
オ
、
副
使
占
記
。
金
退
石
は
、
名
仁

謙
、
字
士
安
、
従
事
因
記
。
こ
の
時
の
唱
和
は
、
山
根
倍
腸
撰

『
長
門
癸
甲
間
磋
』
（
明
和
一
・l
-1
年
刊
）
に
収
め
ら
れ
、

『
叫

稿
』
に
も
抄
出
さ
れ
て
い
る
。

紀
乎
洲
ぶ
誤
CJo
択
門
瀧
長
情
踊
心
在
榔
飲
一
丁
羅

to-珀

ー
訊
間
？
ら
誓
プ
和
漢
敦
紺
§
廂
盆
漢

titol

喜
冬
杢
乎
冬
人
が
訳
患
則
必
憂
直
粕
記

學
冬
人
胤
ふ
灰
嗚
石
下
亦
不
墨
知
知
絢
tfr以
彼
難
我

-
T
¥
 

易
む
令
坐
失
む
其
人
以
告
池
君
吐
払
剌
ぷ
等
が
丸
函

~

寿
又
卸
蒲i
i送
か
＞
舷
泣
霰
忍
氣
＂
聞
ぷ
言
美
往
涙
必

一ー幻
判

紀
平
洲
細
井
平
洲
。
名
徳
民
、
字
世
恨
。
ぃ
?
和
元
年
六
月

ト
九
11
没
、
ヒ
ト
四
磁
。
平
洲
と
の
交
流
は
宝
肝
十
年
の
江
戸
出

府
と
と
も
に
開
け
、
そ
の
絃
で
餡
盛
は
米
沢
藩
主
上
杉
屈
山
に
招

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ヒ
杉
屈
山
は

『
辿
稿
』
の
序
文
を
撰
し
、

「
余
已
師
平
洲
紀
子
、
紀
子
索
典
先
生
相
信
避
、
JI
疋
以
得
間
先
生

為
人
、
常
欲

一
相
見
、
既
會
来
侍
泊
世

f
、
於
始
得
因
紀

f
介
請

先
生
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
語
細
井
平
洲
著
。
写
本
O

1

巻
。

長
門
：
此
老

〈
本
文
異
同
〉
長
惜
—
長
凱
。

則
必
ー
則
ド
必
゜

弾

八

…

交

睫

拿

文

異

同
〉
輿
聞
ー
毎
聞
。
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り

tぎ
を
お
、
象
函
羨
其
均
行
岱
歪
釆
航
虎
序
は

し
1傾
？
政
訊
屯
匂
祈
位
恙
隠
4

：
南
沿
宵
巻
贔

ー
具
他
懇
徒
青
ぎ
靡
狛
就
西
咽
喜
北
冬
琺
隠
梢
坪

箪

t代
愚
m

油
心
岱
sL
悶
生
湘
9
了
可
す

It琺
そ
贔
岱
旺
言
語
い
割
猜
吾
俳
虹
五
以
改
典

念
為
三
方
外
ぷ
一
文
文
未
可
ー
北
乎
生
贈
恕
而
＃
尤
詳
祐

＇ 

此
集
序
苓
炎
骰
尽
其
来
函
臨
祠
瓜
此
淀
以
謀
浪
翌
和

or 

庁
糸
詩
序
達
日
対
ふ
黄
島
喝
恩
釈
両
今
就
函
棲
成
中

ー

ー
資
屯
若
相

Moへ
為
還
へ這
/
危
邁
冗
釈

，

精
佛
學
：
質
焉
者

〈
本
文
践
同
〉
な
し
。
無
閑
は
無
問
道

代
。
宝
屈

―一年
よ
り
長
門
大
寮
寺
―――
卜
＝『
世
と
な
り
、

宝
膝
六
年

十
一
月
二
十
六
日
没
、
九
十
三
歳

（世
良
莞

一
編

『
曹
洞
宗
瑞
霙

山
大
寮
寺
略
史
』）。

詑
咲
は
無
悶
と
の
賠
答
の
詩
文
を
多
く
残
し

て
い
る
。「
悼
無
隠
禅
師

」
の
詩
が
あ
る

（『
追
稿
』
四
）。

無
限

は
無
根
禅
彦
か
。
無
閑
の

「
賠
ル
無
烈
禅
彦

ー併
序
」
に

「
周
ノ
無

限
禅
彦
廊
I
t-
＿
ソ

有
盗
世
ノ
之
オ
及
テ
其
ノ
梢
長
•
ル

ー
ー増
•

取
；

博

聞
強
記
ノ之
名
・

西
南
ノ禅
林
呪
し
不
F

ム
以
今
ノ
111
現
，期
い
之
1
‘

而
y

過
者
。
侶
聞
禅
彦
之
風
個
煤
洒
落

ゾ
而
不
レ巾

5
"り

(F
略
）」

と
あ
る

（『
無
悶
禅
師
無
孔
笛
』
五
）
。

割
型
も
無
根
宛
の
t
い
状
を

残
し
て
い
る

（『
追
樅
』
卜
）。

雑
華
集

『
無
悶
和
尚
雑
椎
集
』
。
宝
暦
卜
年
刊
。
六
巻
三
冊
゜

鶴
北
は
宝
府
四
年
四
月
に
序
文
を
撰
す

（『
逍
秘
』
冗
）
。

謝
瀧
彊
八
来
訪
詩
引

『
無
閑
和
尚
雑
華
集
』
二
。

瀧
生
：
．
虎
渓

〈
本
文
異
同
＞
詩
日
ー
ナ

シ。

和
子
灼
は
和
押

束
郊
。
子
灼
は
字
。
山
縣
周
南
門
。
萩
藩
悩
。
明
和
二
年
六
月
二

+
――

-n没
、
」
ハ
ト
-
1

歳
。
郎
牧
に

「
東
郊
和
智
君
経
誌
」
が
あ
る

（『
追
秘
』
ヒ
）。

!
平
集
又
最

9
1団
は
i
&ン

]It困ぎ
杏
艮
蘇
，
邸

L内
鳳
国
相
逢
文
地
を
完
忌
仕
泌
這
少

t
も
序
千
里
応
西
匁
鵠
喜
輿
，恐
戒
先
生
＿
書
命^
を
秤
之

苓
自
淳
閲
王
以
＿
玖
玲
脆
殷
而
成
求
瓦
ぶ
｀
苓
ぷ
ほ
休

頃
ば

tぃ
む
至
ず
ぎ
魯
自
打
野
氏
竺
浮
靡
軽
久
我
．．
 
世

俗
を
匁
棗
密
ぎ
塁
尻
も
万
之
先

14迷息“

帝
妥
苓
甚
ギ
可
＞
謂
流
誠
ふ
床
奎
叱
視
為
。
そ
浄
茅

一之

1

,

 

ォ
七
＿
喪
瓦
犀
讚
捗
＿
3

.
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瀧
生
：
嘉
尚

『
無
悶
和
尚
雑
華
集
』

相
逢
：
両
人

〈
本
文
異
同
〉
詩
日
ー
ナ
シ
。
千
里
ー
千
年
。

興
南
塘
先
生

『
追
稿
』
九
。
南
塘
は
、
田
宗
谷
等
直
。
名
規

直
、
南
塘
は
号

（
田
中
助
1

編

『
萩
先
賢
忌
辰
録
』
）
。
「
刀
舟
流
」

を
名
の
る
山
大
谷
派
の
画
家
。
明
倫
館
で
伯
学
を
学
び
、
が
保
六
年

弟
＋
中
島
弥
八

（t
雰
谷
等
琳
）
に
両
業
を
継
が
せ
、
仙
者
と
な
り
、

繁
沢
権
兵
衛
と
名
の
る
。
宝
府
ト
ニ
年
九
月
i-
LJ
没
、
ヒ
ト
九
歳
。

餡
盛
は
こ
の
手
紙
の
中
で

「
不
失
雷
舟
之
気
骨
者
、
舎
先
生
其
誰

乎
」
と
呂
い
、
山
水
画
を
所
望
し
て
い
る
。

本
邦
書
：・棚
風

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

春
豪
：
オ
子

春
盛
は
太
宰
春
盛
。
延
享
四
年
五
月
三
卜

n没、

六
十
八
歳
。
『
文
会
雑
記
』
三
下
に

「
瀧
蒲
八
ハ
、
長
門
ノ
大
丈

夫
毛
利
筑
後
ノ
家
臣
ナ
リ
。
西
海
第

一
ノ
オ
ト
作
盛
称
セ

ラ
レ
ク

リ
。
殊
二
謹

H
ノ
人
ナ
リ
ト
也
。」

と
あ
る
。 ゜

又
兼
好
軒
岐
術

「
行
状
」
に

「

好
ムカ
術
ゾ、
牲
-T

扶
ケ
周
南

炭
之
京
師

→、
交
名
幣
山
脇
玄
飛
香
川
太
沖
吉
益
周
助
偕

—
‘

而
詳
一正
其
方
ツ
、
診
肱
投
剤
、
艇

打`
レ
効
焉
」
と
あ
る
。
周
南
が

治
旅
の
た
め
上
京
し
た
の
は
宝
腔
二
年、

―-＿
力
月
の
治
税
の
後
ヒ

月
に
帰
郷
し
、
八
月
に
没
す

（「
周
南
先
生
行
状
」）。

そ
の
頃
の

服
部
南
郭
宛
占
筒
に

「
不
仮
長
惜
侍
1

／周
南
ノ疾

、
以

一1
月
念
ヒ
↓

人
レ
洛
、
今
猶
掩
留
人、
帰
期
未
し
ト
セ‘
H
夜
rJr
レ事
卜人ル
、
間
レ啓
，

索
レ
ガ
，
、
視

悩

ぷ

戸

業

、
不
レ辿
，
及

其

他

」
と
あ
り
、
医

事
に
明
け
経
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

（『
追
稿
』
八
）。

山
脇
玄
飛

号
東
洋
。
玄
飛
は
字
。
古
医
方
の
学
祖
後
藤
艮
山
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に
学
ぶ
。
宝
暦
四
年
に
人
体
解
剖
を
行
な
い
、
そ
の
記
録
を
『
蔵

志
』
（
宝
暦
九
年
刊
）
と
し
て
出
版
し
た
。
宝
暦
十
二
年
八
月
八

日
没
、
五
十
八
歳
。
鶴
豪
は
宝
暦
九
年
春
『
蔵
志
』
の
序
文
を
捩

し
、
「
吾
藩
骰
流
、
多
f

遊

其

ノ
門
考
亡
と
記
し
て
い
る
（
『
遺

稿
』
五
）
。
ま
た
、
「
習
官
法
眼
東
洋
山
君
壽
序
」
が
あ
る
（
『
遺

稿
』
八
）
。

香
川
太
沖

号
修
庵
。
太
沖
は
字
。
後
藤
艮
山
の
説
を
継
承
し
、

古
医
方
を
広
め
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
宝
暦
五
年
二
月
十
三
日
没
、

七
十
三
歳
。
鶴
蛋
に
｀
立
ル
香
川
先
生
七
十
↓
序
」
が
あ
る

（『遣

稿
』
五
・
『
家
蔵
喜
事
』
）
。

吉
益
周
助
号
東
洞
。
周
助
は
名
。
独
学
で
古
医
方
を
学
び
、

独
立
し
た
一
派
を
立
て
た
。
安
永
二
年
九
月
二
十
五
日
没
、
七
十

二
歳
。
鶴
豪
は、

東
洞
著
『
医
断
』
（
宝
暦
九
年
刊
）
の
序
文
を

撰
す
（
『
遺
稿
』
五
）
。
『
建
殊
録
』
（
宝
暦
十
三
年
刊
）
附
録
に

は
、
東
洞
と
鶴
甕
の
医
学
に
関
す
る
答
間
書
が
載
る
。

古
医
方
陰
腸
五
行
に
よ
る
金
・
元
時
代
の
医
学
に
反
し
、
後

漢
末
の
張
仲
景
の
学
説
に
か
え
り
、
親
試
実
験
を
唱
え
た
学
派
。

日
本
で
は
名
古
屋
玄
医
を
初
め
と
し
、
後
藤
艮
斎
に
よ

っ
て
確
立

さ
れ
、
香
川
修
庵
、
山
脇
東
洋
に
継
承
さ
れ
た
。
山
脇
東
洋
門
に

（
中
村
恵

長
門
の
永
富
独
嘘
庵
、

栗
山
文
仲
が
い
る
が
、

鶴
甕
は
文
仲
と
親

し
か
っ
た
。
文
仲
宛
書
簡
に
「
不
倭
雖
レ
業
い
ス
ト
儒
ヲ‘
而
亦
有
レ
意
ニ

衛
生
―
-
、
不
レ
屑
＝セ
宋
後
ノ
之
方
論
↓、
籟
二
左
担

スル
於
古
方
一
ー
者
久

突
」
と
あ
る
（
『
遣
稿
』
十
）
。

輿
奈
大
夏
書
『
遺
稿
』
九
。
奈
大
夏
は
奈
古
屋
以
忠
。
大
夏

は
字
、
号
大
原
。

山
県
周
南
門
。
天
明
元
年
十
月
十
三
日
没
、
八

十
歳
。

不
倭
…
也

〈
本
文
異
同
〉
履
ー
腿
゜

輿
秦
貞
父
書
『
遺
稿
』
＋
。
秦
貞
父
は
波
田
守
節
。
貞
父
は

字
。
益
田
家
臣
。
宝
暦
五
年
四
月
二
十
七
日
没
、
三
十
歳
。
鶴
奎

に
「
晩
ス
秦
貞
父
ヲ
」
の
詩
が
あ
る
（
『
遺
稿
』

二）
。

不
倭
…
笑
也

〈
本
文
異
同
〉
済
ー
渉
。
也
ー
巳
。
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